
吉
積　

今
日
は
日
中
韓
の
歴
史
問
題
に

つ
い
て
話
そ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

心
に
歴
史
教
科
書
の
問
題
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
３
カ
国

共
同
の
教
科
書
は
作
れ
る
の
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
初
め
に
、
日
中
韓
の
自
国
以

新聞
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し
た
。内
容
は
非
常
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で

面
白
か
っ
た
。宇
治
の
杉

浦
先
生
が
発
表
者
に

「
竹
島
は
絶
対
日
本
の
領

土
だ
と
思
う
人
は
手
を

挙
げ
て
」と
言
う
と
、即

座
に
全
員
の
手
が
挙
が
っ

た
。彼
ら
は
、そ
れ
以
外

絶
対
あ
り
え
な
い
と
言

う
。バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
表
内
容
と
頑
な
な
意

　

昨
年
６
月
に
C
A
P

生
は
附
属
校
で
あ
る
立

命
館
宇
治
高
校
と
立
命

館
守
山
高
校
を
訪
問
し
、

高
校
生
た
ち
と
交
流
さ

せ
て
頂
い
た（
交
流
内
容

の
詳
細
は
前
号
Ｃ
Ａ
Ｐ
新

聞
等
を
参
照
の
こ
と
）。

そ
の
時
、宇
治
高
で
少
し

面
白
い
経
験
を
し
た
。こ

の
日
、男
子
数
名
が
竹
島

問
題
に
関
す
る
発
表
を

　

４
年
事
業
の
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
い
よ
い
よ
最
終

年
度
を
迎
え
ま
し
た
。１

回
生
の
選
抜
の
時
か
ら

学
生
の
様
子
を
見
守
っ
て

き
た
教
員
と
し
て
、学
生

た
ち
の
成
長
に
驚
い
て
い

ま
す
。高
校
を
卒
業
し
た

©KOMOMO

ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
が
始

ま
っ
た
３
年
前
か
ら

日
中
韓
の
関
係
は
ひ

キどくなり
ま
し
た
。原
因
の
ひ

と
つ
に
歴
史
認
識
の
ズ
レ
が…

。

ン
パ
ス
ア
ジ
ア
で
の

近
代
史
の
勉
強
は
苦

労
し
ま
し
た
ね
。

吉
積　

教
科
書
と
い

う
よ
り
も
制
度
の
問

題
が
あ
る
か
ら
近
代

史
に
つ
い
て
は
学
ば

な
い
こ
と
が
多
い
よ

ね
。
じ
ゃ
あ
、
中
韓

学
生
は
日
本
の
歴
史

教
育
は
ど
う
見
え
る

の
？

崔
紫
茵　

日
本
の
教

科
書
を
学
び
始
め
た

時
思
っ
た
の
は
中
国

の
も
の
と
は
記
述
の

仕
方
が
全
然
違
う
っ

て
い
う
と
こ
か
な
。

中
国
の
教
科
書
は
政

治
史
、
文
化
史
、
経

済
史
の
よ
う
に
分
か

れ
て
い
る
け
ど
、
日

本
の
教
科
書
は
み
ん

な
混
在
し
て
る
。
そ
れ
と

中
国
の
教
科
書
は
中
国
の

古
代
史
か
ら
始
ま
る
け
ど
、

日
本
の
教
科
書
は
そ
れ
よ

り
か
な
り
前
か
ら
始
ま
る

の
で
、
日
本
の
教
科
書
を

学
び
始
め
た
時
少
し
混
乱

し
た
か
な
。
ず
っ
と
古
代

の
部
分
ば
か
り
や
る
の
で

近
代
史
が
学
べ
な
く
っ
て

ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
か
な
。

江
佳
業　

日
本
で
近
代
史

学
ば
な
か
っ
た
っ
け
？
ほ

ら
、
桂
島
先
生
の
授
業
で
。

崔
紫
茵　

あ
ぁ…

そ
の
授

業
、
私
選
択
し
て
な
い

（
笑
）

坂
下　

じ
ゃ
あ
、
ハ
ン

ジ
ェ
は
ど
う
？

ハ
ン
ジ
ェ　

韓
国
で
も
旧

石
器
・
新
石
器
・
氷
河
期

の
内
容
か
ら
始
ま
る
の
で…

そ
の
よ
う
な
時
代
も
大
切

だ
と
思
う
け
ど
、
韓
国
で

も
近
代
史
の
部
分
は
時
間

が
全
然
足
り
な
か
っ
た
と

思
う
。
で
も
日
本
で
も
そ

の
部
分
は
同
じ
だ
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。
日
本
の
教

科
書
を
見
る
と
韓
国
と
同

じ
よ
う
に
新
石
器
や
古
生

代
が
出
て
く
る
の
で
物
足

り
な
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、

日
本
の
教
科
書
に
は
日
本

に
対
し
て
良
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
時
期
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
内
容

が
書
か
れ
て
い
な
く
て
、

そ
こ
の
と
こ
ろ
が
残
念
だ

と
思
っ
た
か
な
。

吉
積　

じ
ゃ
あ
、
日
本
の

教
科
書
は
古
代
か
ら
扱
っ

て
は
い
る
け
ど
、
自
分
た

ち
の
近
代
の
歴
史
的
過
ち

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
記
載

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ね
。

ハ
ン
ジ
ェ　

最
近
、
日
本

の
歴
史
教
科
書
歪
曲
問
題

に
つ
い
て
討
論
し
た
こ
と

が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の

時
も
韓
国
の
立
場
か
ら
見

る
と
日
本
の
教
科
書
に
は

犯
し
た
失
敗
に
関
し
て
は

書
か
れ
て
い
な
く
て
、
僕

も
韓
国
人
と
し
て
び
っ
く

り
し
た
よ
。

崔
紫
茵　

日
本
で
は
歴
史

教
科
書
は
い
く
つ
か
種
類

が
あ
る
の
？

坂
下　

い
や
、
一
冊
し
か

な
い
よ
。
み
ん
な
が
日
本

歴
史
の
授
業
で
使
っ
て
た

あ
の
教
科
書
。

吉
積　

日
本
が
認
め
た
教

科
書
が
何
種
類
か
あ
る
み

た
い
だ
け
ど
、
学
校
が
ひ

と
つ
だ
け
選
ん
で
そ
れ
を

授
業
で
使
う
か

ら
ね
。

立
命
館
高
校
生×

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
。

朴
愛
花
先
生
か
ら

ひ
と
こ
と
。

移動キャンパスを終えて…。

見
が
非
常
に
対
照
的
で
興
味

深
か
っ
た
。し
か
し
高
校
生
が

意
見
を
持
ち
、そ
れ
を
主
張

で
き
る
の
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
あ
こ
れ
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
生
が
ど

う
対
応
す
る
か
。特
に
韓
国

人
Ｃ
Ａ
Ｐ
生
の
腕
の
見
せ
所

だ
。日
本
で
の
生
活
は
長
く

て
も
、若
い
留
学
生
で
あ
る
彼

ら
に
領
土
問
題
に
つ
い
て
声

高
に
日
本
の
主
張
を
ぶ
つ
け

る
人
は
い
な
い
。だ
が
現
実
に

は
今
回
の
男
子
生
徒
と
同
様

の
意
見
の
人
が
日
本
に
は
多

い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き

た
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思

う
。し
か
し
こ
の
日
は
時
間
に

限
り
が
あ
り
、互
い
の
意
見

を
述
べ
る
の
み
で
十
分
な
議

長期滞在による緊張もあってか、え
らい真面目に教員の話を聞いて、
一致協力して想像以上のものがで
きてきました。そのあとは、原稿段階
で目を通し、大きな事実誤認などを
指摘した記憶が２・３度ありました
が、発行が軌道に乗ったあとは、
まぁ、ななめ読みぐらいで…。それと、
中国の地元の警察の方との緊迫
する状況下での交流会（？）、東北
の被災地の研修など、この新聞に
取り上げてもらいました（新聞ザ
タ？）。ほんの１・２年前のことですが、

　この新聞も２年前の創刊からもう
７号目になり、そして最終号になる
んですね。この発行は金泰勲先生
の発案で、移動キャンパス中の学
生たちの様子を学生自身で発信
するものとして生まれました。
　私は、移動キャンパス１年目第１
学期（広東外大）の時に引率教員
として滞在し、その第１回編集会議
に立会い、学生の自主編集・執筆
はもちろん、中国では印刷も地元の
店と交渉してやってみたらと話をし
ました。学生たちは、初めての海外

ずいぶん前のことのような。
　手前味噌になりますが、このプロ
グラムはどこへ行っても非常に評
価され、教員としてもなかなか面白
いものになり、特に「自分の学生」と
いえるような中国や韓国の学生が
できたことはとてもうれしいことです。
３か国の学生の皆さん、これまで同
様、時々けんかをしながら、いつま
でも仲良く。みなさんが培った力や
人脈は必ず社会の中で生き、それ
が複雑で、めんどくさい状況であれ
ばあるほど光を放つでしょう。もしも

ば
か
り
の
学
生
た
ち
が

中
国
語
の
ピ
ン
イ
ン（
読

み
方
）
も
四
声
（
発
音
）

も
知
ら
な
い
状
態
で
、は

じ
め
て
中
国
語
の
授
業

に
入
っ
た
時
は
、正
直
私

も
「
期
待
半
分
、心
配
半

分
」
で
し
た
。短
期
間
で

中
韓
２
ヶ
国
語
で
専
門
授

業
を
受
け
ら
れ
る
ま
で

習
得
で
き
る
か
心
配
で

し
た
。移
動
キ
ャ
ン
パ
ス

１
年
目
の
時
は
色
々
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ

れ
を
乗
り
越
え
て
現
在

は
中
韓
の
人
と
自
由
に

話
せ
、両
言
語
で
の
歴
史
、

文
化
、社
会
な
ど
の
専
門

授
業
も
受
講
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。共
同

生
活
を
通
し
て
学
生
た

ち
の
問
題
解
決
能
力
、異

文
化
理
解
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
で
の
成
長
も
著

し
い
で
す
。教
員
と
し
て

は
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
を

通
し
て
身
に
付
け
た
経

験
を
学
生
た
ち
が
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

け
る
か
楽
し
み
で
す
。

困難にであったら、持ち前の笑顔
と努力と、そのほかの２９人の顔を
思い起こせば、何かヒントがでてく
るでしょう。

（廣澤裕介）

論
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
場
合
、た

だ
正
面
か
ら
議
論
し
合
う
こ
と

で
は
な
か
な
か
終
着
点
が
見
え

な
い
。む
し
ろ
そ
れ
と
は
別
の
や

り
方
で
、人
に
は
様
々
な
立
場

や
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
、と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
。つ
ま
り
、

自
分
と
は
違
う
立
場
や
考
え

方
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、

こ
れ
が
多
文
化
社
会
で
の
共
生

の
た
め
の
条
件
だ
と
い
う
こ
と

を
、如
何
に
人
に
理
解
し
て
も

ら
う
か
が
重
要
な
の
で
は
な
い

か
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
の
パ
イ
ロッ
ト
学
生
は

わ
ず
か
３
０
名
。彼
ら
の
よ
う

な
感
覚
を
身
に
つ
け
た
若
者
を
、

も
っ
と
多
く
育
て
る
こ
と
が
必

要
だ
。来
年
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
常
設
化
の
大
き
な
使
命
が

そ
こ
に
あ
る
。し
か
し
そ
れ
で

も
人
数
に
は
限
界
が
あ
る
。と

す
れ
ば
、Ｃ
Ａ
Ｐ
を
経
験
し
た

豊
か
な
知
見
を
持
っ
た
彼
ら
が
、

自
ら
の
経
験
を
人
に
伝
え
て
ゆ

く
こ
と
こ
そ
が
最
も
重
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
、我
々
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
う
。

※

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
守

山
の
八
反
先
生
、宇
治
の
杉
浦

先
生
、関
係
者
の
方
々
に
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　　
　
（
上
野
隆
三
）

外
の
教
科
書
で
勉
強
し
た
時
ど
ん
な
感

じ
が
し
ま
し
た
か
。
日
本
の
教
科
書
は

ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？

坂
下　

僕
は
中
高
校
と
一
般
的
な
歴
史

授
業
を
受
け
て
き
た
の
で
す
が
、
正
直
、

近
代
史
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ

ア
を
始
め
て
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
の
歴
史
教
育
で
は
旧
石
器

時
代
な
ど
の
大
昔
か
ら
始
ま
る
た
め
、

近
代
史
に
関
し
て
は
授
業
で
は
あ
ま
り

扱
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

テ
ス
ト
に
出
る
と
こ
ろ
や
単
語
だ
け
を

た
だ
暗
記
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
キ
ャ

上野隆三教授
現代中国文化および中国古典文
学の研究。主として映画と明清
白話小説を中心に研究。

廣澤裕介准教授
明代白話章節の出版・挿絵・読み方。
明代知識人の生活を中心に研究。



議論してしま

う。お互い
に自

分
が

正

しいと思うと

相手が

嫌いに

なる。

でもそう

じゃなくって、

なぜ相手はそう考え

ているのか、その背景

は何なのかということ

が分かればお互いの感

ではなかったと言えるようになってき

てたりもする。

江佳業　最近は中国ドラマなどで国

民党の功績を反映したものも多いね。

吉積　中国では近代史をよく学ぶん

ですか？

江佳業　中国では中学生の頃から中

国史について４冊、世界史について２

冊の本を読みます。高校生になると政

治、経済に分かれて中国と世界を比較

するんだよ。

坂下　近代史の時間は十分ありそう

だね。

ハンジェ　韓国では中学校から新羅な

どの古代を中心に勉強するけど近代

はあまり勉強しない。韓国でも制度上

時間が足りないみたい。高校になると

近代史という授業があったりする。で

も選択授業だから取らない人もいる

よね。

吉積　じゃあ、近代史に関しては中国

はほとんどの学生が勉強して、韓国で

は一部の学生が勉強するってことだね。

崔紫茵　日本も韓国も時間が足りな

いっていうけど、週に何回あるの？

坂下　２〜４回じゃね？

ハンジェ　僕は中学校の時は２回、高

校の時は３回くらいだった。

崔紫茵　私たちはあんなにたくさん

勉強したのに…（汗）

　今回の韓国学期では、日

中韓３カ国の学生２人ずつ

の６人グループを作り、歴

史問題や領土問題について

討論を行いました。

　私のグループは竹島・独

島問題について、韓国の立

場から討論を行いました。

もちろん私は竹島が韓国領

土だと学んだことはありま

せんし、日本人として日本

の領土であると考えてきま

した。しかし、韓国学生は竹

島を独島と呼び、韓国領土

であると主張します。中国

学生も第三者の立場から中

国の資料を持ち出します。

韓国側として「独島」を主

張できるのか不安になるほ

ど、グループ内でも大きく

意見が割れました。しかし、

会議を重ねる度に、私の知

らない資料が山ほど出てき

ます。今までの竹島につい

ての知識がほんの一部であっ

たことに気付かされました。

また、あえて日本では公表

していない資料があること

にも気付きました。自国に

不利な資料を公表しないこ

とはよくあることです。し

かし、その分だけ知ること

のできない事実がたくさん

生まれるのです。３カ国の

学生で討論を行ったことで、

知り得なかった事実を多く

知ることができました。

　私は竹島が日本の領土で

あると信じ込んでいました

が、会議を重ね、日中韓３カ

領土問題
国の資料を照らし合わせて

みると、矛盾点や初めて知

る事実も多く、私もいつの

間にか韓国の領土かも知れ

ないと思うようになりまし

た。また、討論を通し、ここ

まで領土問題がこじれた原

因は日本にあるのではない

かとも考えるようになりま

した。日本は竹島を編入す

る際、韓国が竹島を認知し、

竹島に上陸したことがある

という事実を知っていたに

も関わらず、韓国に公表も

せず、竹島を日本の領土と

して編入したのです。もし、

その時点で韓国に対し、編

入の事実を公表していたの

ならばここまで大きな問題

にならなかったのではない

か、領土問題は起きていな

かったのではないかと感じ

ました。話し合うこと、お互

いに事実を確認することの

大切さを学ぶことができま

した。

　日本と韓国は近くて遠い

国だと言われ、日本と中国

ではいたるところで反日、

反中デモが起こります。こ

の３カ国間では歴史や領土

による問題が絶えません。

しかし、言い換えてみれば、

それほど古くから交流があ

る３カ国なのです。今後、こ

の３カ国の関係がどう傾く

かは今あるわだかまりを如

何に解決していくかに懸

かっているでしょう。

（丸山紗代）

日
中
韓
共
同
の
歴
史
教
科
書
を

　
　
　
  作
る
こ
と
は
可
能
か
─

。

立命館・東アジア専攻

吉積皓平

東西大・日本語学科

メン・ハンジェ

広外大・日本語学科

広外大・韓国語学科

立命館・東アジア専攻

坂下祥太郎

長時間の対談

お疲れさまでした。

吉積　実は今までにそんな動きはあっ

て『未来を拓く歴史』っていう本が出

版されてるんだけど、３カ国ともあま

り普及していない状態なんだよね。広

がるには何が必要なのかな。

坂下　僕は実際に買って読んでみたん

ですが、恐らく３カ国それぞれが納得

できない部分を無理に一緒にしてし

まっているんじゃないかなって。問題の

難しさを改めて感じました。

崔紫茵　私も読んだんだけど、とても

分厚くて文字も小さくて図も載って

ないので、もし中高の教科書になった

ら誰も家帰れなくなるね（笑）。

坂下　聞いた話なんですが、平和のた

めに日中韓の教科書を作ろうとした

にも関わらず争いが起きてしまったみ

たいだね。内容を一つにするのは難しそ

うだね。

崔紫茵　中国人にはこのように考え

なくてはいけないという価値観がある

し、国家に反して動くのは難しい。こ

う考えるとキャンパスアジアにはみん

なの意見を言い合う場があると思いま

す。でも問題になるのが、その価値観

を失うと中国に対する自尊心を失って

しまうということ。

吉積　結局譲れない部分がぶつかって、

ああだこうだと喧嘩してるというこ

とかな。

ハンジェ　やっぱりドイツとフランス

が共同歴史教科書を作ったように、意

見を合わせるのではなく、そ

れぞれの意見を一

江佳業　最近、新しい歴史教科書を

採用した学校もあると聞いたけど？

吉積　それは新しく国が認めた教科

書で国が認めたから使えるように

なったんだよね。

江佳業　その教科書は近代の部分が

全然違うって聞いたけど…。戦争責

任などの面でそうだと聞いたよ。

吉積　それは政権などの影響もある

よね。政府が決めたものが正しいも

のだから、政府が変われば昔はダメ

だったものもOKになったりするじゃ

ないかな。

崔紫茵　私は以前、日本は教科書が

ひとつだけじゃなくていっぱい種類が

あるので、日本の教育は中国に比べて

政治から独立してるんじゃないか

なって思っていました。でも今は、日

本でも政治の影響がとても大きいと

感じてる。

吉積　中国では国が決めた教科書は

ひとつしかないの？

江佳業　３つ程ある。でも内容はほ

とんど同じ。順番が違うくらい。

吉積　教科書の問題もそうだけど、

今の日本では授業の時間が足りな

いっていう問題があるんだよね。

江佳業　日本はいつから日本の歴史

を勉強するの？

坂下　本格的なものは高校生からか

な。中国や韓国の歴史も高校から。

吉積　世界史って授業があって、中国

とヨーロッパは出てくるんだけ

ど韓国はあんまり出てこない。

江佳業　日本人学生は普通

近代史の部分は試験範囲には

入らないので、あまり勉強し

ないって聞いたよ。

坂下　近代史は自分で勉強しろよ、

みたいな。これが問題だよね。

吉積　じゃあ、中韓の教科書はど

う？
江佳業　中国の教科書は近代、特に

共産党と国民党の戦いにおいては共

産党が美化された部分が多いと思う。

特に日中戦争について教科書は中国

共産党が大きな力になったと書

かれているけど、実際は国

民党が中心だった。

坂下　そんなこと言って

大丈夫？新聞になったら捕

まっちゃうよ（笑）

（一同笑）

崔紫茵　最近では徐々に国民党は敵

緒に書き、お互いに認識するよう

な方法がいいと思うな。

坂下　僕もそう思う。ディベート

授業で日本人が韓国の立場で植民

地問題について発表・討論した時、

日本の教科書では学べなかった部

分や認識の違いが分かった時、中国

と韓国の事が少し理解できたよう

に思う。高校の時なんで中韓はこ

んなに怒っているのか分からなかっ

たんだけど。

吉積　やっぱり新しい教科書を作

ろうとした時に、事実がひとつし

かないと思ってしまう傾向がある

ように思えるよね。

崔紫茵　高校や大学に入る頃にな

るともう自分なりの考えができて

る。３カ国のよくわからない観点

が混在していても自己判断には十

分だと思う。だから３カ国それぞ

れの考えを学んで適切に判断でき

ると思うんだけど。私は必ずしも

相手の意見を詳しく述べる必要が

あるとは思わない。単に相手がど

う考えてるが分かればいいんじゃ

ない？それだけで大きな進歩だと

思う。中韓の人は実際に今でも日

本が嫌いっていうけど日本の何が

嫌いなのかと聞けば答えることが

できないでしょう？若者は戦争を

経験したわけじゃないし。ただテ

レビを見たり祖父母の話を聞いて

嫌だなって思っただけ。だから相

手が何を考えているのかを理解す

ることが第一歩だと思う。それか

らもう一度考えることが大切。

吉積　問題を解決しようとすると

どちらが正しい正しくないという

情は悪くはならないしうまくいく

かなって。

坂下　韓国では東アジア史という

授業があると聞いたけど？

ハンジェ　私の先輩によると、国

際紛争や特に日中韓の領土問題、

歴史認識問題、それから現在の政

治・経済状況など様々な視点から

東アジアの国々について学び、そ

の国を理解する授業だって聞いた。

東アジアをどうするべきかってい

う議論になるみたい。

崔紫茵　日本では歴史の試験は重

要じゃない？

吉積　重要じゃなくはないけど選

択授業だったりする。地理を選択

すると歴史はないとか。

ハンジェ　韓国もそう。選択授業

の都合で歴史を勉強しなくてもい

いということもに問題があると思

います。

江佳業　中国は違うね。物理・化

学・生物・地学はあるように、政

治と歴史と地理はちゃんとある。

吉積　日本では人によってはあま

り知らなかったりして…。でも知

らないのにいろんな意見を言うよ

ね。
坂下　ネット情報を鵜呑みしたり

とか。

江佳業　３カ国の若者の認識はど

んどん離れていっている気がする。

中国の国民が心配しているのは、

日本の新世代の歴史認識が前世代

とずれてきていること。中国とも

ズレが大きくなってきて、日中の

未来がどうなるのか心配。

吉積　だから今回のテーマの共同

教科書や歴史教育で、お互いがど

う考えているのかが分かる、そう

すると怒ったりするそういう気持

ちはなくなると思うんだけど…ど

う思う？

江佳業　まずは３カ国の合意が必

要ですね。

吉積　現在は教科書も大変な状況

だけど、将来私たちが学んだこと

を活かして歴史問題を解決してい

けるような活動ができればいい

なって思うね。

（吉積皓平）

 ３つの角度から



中国

中国

中国

韓国

韓国

韓国

パソナ広州支店

海外インターンシップ訪問先紹介
2014年12月、移動キャンパスを終えた私達は中国と韓国に
分かれ企業訪問をさせて頂きました。暖かく迎えて下さった
関係者のみなさま、本当にありがとうございました。

　
「
応
募
し
て
み
よ
う
と
思
う
」
と

娘
が
言
い
出
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キ
ャ
ン
パ
ス・ア
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で
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。

　

中
国
、韓
国
に
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在
中
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娘
か
ら

は
、ほ
と
ん
ど
連
絡
が
無
い
の
で
、

キ
ャ
ン
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で
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を
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ま
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同
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す
る
京
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も
ら
い
、手
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理

を
ご
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走
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た
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と
も
あ
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し
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生
懸
命
に
日
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語
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り
か
け
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中
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理
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い
ま
し
た
。
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い
く
の
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か
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当
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正
念
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だ
と
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ま
す
。大
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に
期

待
し
な
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守
っ
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う
と
思
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ま
す
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の
お
母
さ
ん

突撃 中国広州！！
　　インターンシップ記

CAMPUS ASIA PROGRAM CAP2015.04 CAMPUS ASIA PROGRAM CAP 2015.04

　昨年末、私は中国・広州にあるパソ
ナ広州（保聖那人才服務上海有限
公司　広州分公司）で8日間にわた
るインターンシップに参加しました。　
2年間の移動キャンパスを終え、いよ
いよ迎えた海外インターンシップの機
会に、学生たちはそれぞれ期待を胸
に発ちました。パソナでは、立命館大
学の卒業生である山内奨さんがとて
も温かく迎えてくださりました。
　パソナ広州での業務は、主にアン
ケート分析と企業訪問、そして面接
への同席でした。アンケート分析では、

広東にある外語大
学の中国人学生を
対象に行われたア
ンケートを元に、彼
らの就職観を分析
しました。同じく就
職を控える学生と
して、彼らの回答を

通じ「理想と現実のギャップ」という課
題点が見えてきました。業務内容や
給与額といった希望と、就職状況や
業種別の給与額といった現実に折り
合いをつけていくことが、学生にとっ
ての課題であり、また企業にもそれら
の情報を積極的に発信していくこと
が求められていると感じました。
　企業訪問では、上海江崎グリコや
富士ゼロックス、トヨタなどに訪問させ
ていただき、そこで働く日本人の方々
に様 な々お話を伺いました。慣れない
地で働くことの難しさや楽しさ、中国と

日本の市場の違い、苦手意識ばかり
だった経済や法律のことなど、毎日た
くさんの方々に多くのことを教わりまし
た。また、直接職場を伺うことで、海外
のオフィスの雰囲気や、設備や規則
の違いを感じることができました。
　また、パソナ主催の日本でのイン
ターンシップに志望する中国人学生
の面接にも立ち会わせていただきま
した。普段は、「見られる側」として就
職活動を行っている私たちが、「見る
側」となって面接に立ち会うことは、と
ても貴重な体験でした。
　これらの業務を通じ、共通して感じ
られたことは「素直であること・正直で
あること」の大切さです。分からなけ
れば正直に尋ねること、自分の考えや
感情に素直であること、新しいことを
素直に受け入れることといった一見
簡単に思えることが、意外に難しく、ま
た働く上ではとても大切なのです。企

◆立命館学生 授業概要◆
前期
8月
12月

2012年（1回生）
◯プログラム説明会◯候補生選抜◯語学レッスンスタート
◯3ヵ国ショートステイ…お試しで3ヵ国に1週間ずつ滞在。
◯CAP学生正式決定◯短期語学研修（上海／ソウル）

2～4月

5月～7月

9～12月

2013年（2回生）移動キャンパス（1周目）スタート
広東外語外貿大学学期

立命館大学学期（シェアハウスで30人共同生活）

◯東北被災地研修
東西大学学期

◯スローシティ×文化探訪 第1弾（全羅南道や青山島など）
◯キャンパスアジア事業団協議会…他大学のCAPと交流
◯国際人文文化祭典2013

坂下祥太郎

곽레지나

吉積皓平

이다혜

박선영 丸山紗代

石田晶子

外山未祐 김선민

奥村一穂

鎌倉冬梅

  박소현 

김준엽 山本郁子

맹한재

山本すみれ 차영혜

近藤健一

정다연

윤은상

業訪問の際に、ある企業の方に「海
外で働いていて難しいことはないで
すか」と尋ねたところ、このような答え
が返ってきました。
「自分の理解や常識を超えることが
起こったら、自分の考え方をばらばら
に因数分解して、もう一度再構成す
ればいいだけのことだ。」
自分の考え方をばらばらにすることは
決して簡単ではないでしょう。しかしこ
の言葉もまた、常に心を開き、感情に
正直になり、新しいことを素直に受け
入れることの大切さを教えてくれます。
　海外で働くことは、やはり容易では
なく、苦労が付き物です。しかし、その
難しさすら楽しんでいる先輩方の姿
はとても印象的でした。私も自分の気
持ちに正直に、環境の変化を楽しみ
ながら海外で働きたいと強く感じまし
た。

（山本郁子）

人材サービス事業のパソナ様で8日間のインターンを行いました。広
州で働く日本人の皆様への訪問や、中国人学生の就職観調査、面接の
立ち会いなど就職活動を前に多くのことを勉強させていただきました。

チョノ食品
韓国を代表する健康食品会社です。徹底的に衛生管理へこ
だわった現場の製造ラインを見せてもらいました。ちなみに、
会長は自らCMに出演するなど韓国では有名人。

テソン酒造
釜山を中心に展開する土着の酒造会社です。瓶が大量生産
される製造ラインでは加熱や発酵などが行われ、美味しく
作るための工夫が凝らされていました。

トータルソフトバンク
釜山を中心に展開する海運・物流産業のソフトウェア開発
を行っているグローバル企業です。企業見学では溶接作業
やクレーンの操作を疑似体験させてもらいました。

PWC広州事務所
国際会計事務所であるPWC様に行ってきました。文書の翻
訳や資料の作成、セミナー準備などで日系企業様のサポー
トをさせていただきました。

江西財経大学
江西省南昌市にある日本語学科に行ってきました。授業研
修や学生との交流はもちろん、教材作成のためのアンケー
トやエラー調査もさせて頂きました。

主な授業

主な授業

◯中国語（読解・会話）約8コマ×（80分）　
◯中国文化体験…太極拳や剪紙など。
◯在広州日本国総領事館訪問◯開平へ文化研修
◯広州・豊田自動車工場見学

主な授業
◯韓国語（読解・会話・作文）16コマ×（50分）
◯韓国文化体験…テコンドー、キムチ作り、博物館見学等。
◯韓国社会研究…グループ発表。「韓国の茶道や秋月文化など」

◯中国語・韓国語
◯CAP演習…平和ミュージアム研修、個人発表など。
◯日本文化講義…京都に根付く文化と地域文化への理解。

2～4月

5月～7月

9～12月

2014年（3回生）移動キャンパス（2周目）スタート

12月中旬 海外インターンシップ

広東外語外貿大学学期

立命館大学学期（再びシェアハウス）

◯ワーキングアジア…日系企業3社による講演会・懇親会
◯日中韓キャンパスアジア国際フォーラム
◯立命館高校（宇治・守山）の学生と交流
東西大学学期

◯スローシティ×文化探訪 第2弾(全羅道)
◯修了式

主な授業

主な授業

主な授業

◯中国語（読解・会話・作文）約8コマ×（80分）　
◯中国地域研究…グループ発表。
　→中国の社会問題や中国神話について。

◯韓国語（読解・会話・作文）9コマ×（50分）
◯韓国地域研究…グループ発表。「領土問題や歴史問題など」

◯中国語・韓国語
◯CAP演習…グループ発表。「20年後の東アジアへの提言」

●ＣＡＰブログに体験記掲載中●
キャンパスアジア ブログ 検索

●ＣＡＰブログに体験記掲載中●
キャンパスアジア ブログ 検索

●ＣＡＰブログに体験記掲載中●
キャンパスアジア ブログ 検索

　

立
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館
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。
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す
。
し
か
も
大
学
か

ら
の
支
援
で
学
べ
る
な
ん
て
い
い

じ
ゃ
な
い
！
と
。
し
か
し
地
元
か
ら

離
れ
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
突
然
地

元
ど
こ
ろ
か
国
外
に
行
く
と
い
う
こ

と
で
大
き
な
環
境
の
変
化
に
戸
惑
う

姿
に
正
直
心
配
も
し
ま
し
た
。
実
際

本
人
も
不
安
が
あ
っ
た
み
た
い
で
す

が
、
何
と
か
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
」

が
終
了
し
ま
し
た
。
よ
く
よ
く
考
え

て
み
れ
ば
昔
か
ら
慣
れ
る
の
に
は
時

間
が
か
か
る
分
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば

の
め
り
込
ん
で
吸
収
し
て
し
ま
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
間
の

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
」
で
の
勉
学
や

貴
重
な
体
験
が
本
人
を
大
き
く
成
長

さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
感

謝
し
て
い
ま

す
。

吉
積
真
紀
さ
ん
よ
り

吉
積
皓
平
さ
ん
の
お
母
さ
ん

紹

学
生

介

山本郁子
文学部日本文学専攻。キャンパ
スアジア初学期で日本人学生
のリーダーを務める。



レジナへ
　韓国はさ、反日感情が強いとか言われてるけど個人
で付き合う分にはそんな事感じなくて。
　まぁ、前に韓国人のおじちゃんに日本嫌いって言われ
ちゃったことはあったなぁ。その時にひたすら日本に対する
文句言われたの。CAPに参加する前の私だったら、「なんだよ、
このおっさん」ってただむっとするだけだったと思う。でも、そ
の時の私は「そうですか。でも、私は韓国が好きです」って言え
る余裕？ができていた。というか、そういう気持ちが大切だと

CAP で学んだよ。お互い理解するにはまず自分か
ら歩み寄らなくちゃね。
でもね、こういうおじちゃんみたいなことは本当に１～２度し
かなくて留学中に出会った韓国人は私が日本人でも態度を
変えることなく優しく接してくれる人たちばかりだった。
世話焼きが過ぎるおばちゃんとかもいてさ（笑）いろん
な人に助けてもらった。なるほど韓国人は情が深いって
こういう事かって思ったよ。

　レジナも留学する前は日本で日本人にいじめられたらどう
しようって思ってたとか言ってたよね。日本に来てイメージ
はどう変わった？
奥村一穂

石田へ　
　石田と離れてもう２ヶ月ぐらいだよね。でも、
石田は韓国の寮で歌っている「天籟の声」まだ耳
につきまといてる（笑）。私が日本のごみ分類とか、
地下鉄だけじゃなくて、バスも時間によってくる
ことなどから、「ルール」を感じた。そのほか、
日本人がとっても親切だと思う～道に迷ったと
き、道案内までもしてくれた。本当に感動した。
石田からもらう手紙に石田が中
国に対する印象は「自由」と
「制約」ということあった。
実は、そのほか、中国がい
ろんなおもしろい面がある
よ～だから、また中国に遊び
にきてね。案内してあげ
るよ（笑）
しゃおれい

一穂へ
韓国で良くない記憶があったのに、それでも
ずっと韓国についていい思いを持ってくれてよ
かった。私もかずほと同じような経験があった。
日本に行く前、日本人は韓国が嫌いと聞いて
ちょっと心配だったけど実際行ったらみんな韓

国人と韓国文化が好きな人も多くてびっくりした
よ。でも１度だけ嫌韓デモをしているおじいさん
を見たことがある。その時はちょっと悲しかった
けど、いい感情を持っている人がもっ
と多いと知ってたから大丈夫だっ
た。そして、日本人はみんな他人
に建前で接するという先入観が
あったけど、CAP の日本学生た
ちと付き合いながら日本人も本音
で人に接するんだと分かったよ。
CAP で日本について学ぶこ
とができて本当によかっ
た！そしてかずほのような
いい友達もできて本当に嬉
しかった。　レジナ

YOUTUBEで「キャンパスアジア」や「CAP　立命
館」などで検索してみて下さい。他大学のキャンパス
アジアもヒットしますので立命館のをクリック！！

日中韓のCAP学生が一週間ごとにブログを担当しま
した。各国滞在中に感じたことが独特の視線と言葉
で表現されています。全部日本語です！！

人との出会いが
　　　教えてくれた世界
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　中国や韓国と聞いて、皆さんはどんなイメージ
を持っていますか？「領土問題でもめている国」、
「日本人のこと嫌いな人が多そう」などマイナスな
イメージを持っている方も多いかもしれません。か
つての私もそうでした。そんな私が変わる契機と
なったのは1回生の夏休みに参加したショートステ
イでした。そこで初めて中国・韓国のみんなに出会
います。拙いながらも頑張って日本語で話そうとし
たり、下準備を重ね、一生懸命現地を案内してく
れたりした姿に感動したのを今でも覚えています。
実際にその国の人たちと交流することで中国、韓

国に対する関心が生まれ、自分の知らな
い世界を見たいという思いが強くなりまし
た。
　ショートステイでの出会いから半年後、
移動キャンパス1年目が始まりました。初め
ての長期留学のため不慣れなことも多く、
直ぐに異文化に適応できたわけではあり
ませんでした。しかし、その分毎日が新し
い発見に満ちており、そこで感じた発見
や疑問をいつでも話し合える友人が傍に

いました。この頃の私は中韓の友達と3か国の習
慣について頻繁に話をしていました。食事のマ
ナーなど日常的な習慣の違いに気付く度に、直接
聞いてみることで自国との国の違いを比較してい
ました。そういった時にも外国語で話すようにして
いたおかげで、語学力と異文化理解力の両方が
自然に身に付いていったのではないかと思います。
　移動キャンパス2年目は、1年目に培った語学力
と異文化理解の土台を武器に、現地の人との交
流を広げたいと思っていました。そんな思いで積
極的に行動した結果、行きつけのお店の人に顔

や名前を覚えてもらえたり、得るものは多かったで
す。英語ではなく敢えて中国・韓国語というローカ
ル言語を学んだことで、こうして現地の人とも交流
することができ、色々な人と会話をすることで自分
の世界が広がりました。
　この3年間を振り返ると、共に過ごした30人の友
達を始め、私たちを厳しくも温かくご指導下さった
先生方や笑顔で接してくれた現地の方々、本当
にたくさんの人の顔が思い浮かびます。もし最初
の出会いがなかったら、日中韓でこんなに多くの人
との縁を結べる大学生活を送れなかったでしょう。
キャンパスアジアを通して、人と出会い、自分の知
らなかった世界に踏み込んでいく面白さを知り、積
極的に行動していく人になれたと思います。中国・
韓国に関心がなく、偏見を持っていた状態から、
交流を通じて異文化を理解できるまで変われたの
は、私にとって大きな成長でした。大学生活で築
いた人との絆や思い出を大切に、これからも東ア
ジアだけに留まらず様々な国の人と出会い、海外
の人との交流を続けていきたいと思います。

（外山未祐）

本紙だけではお伝えできなかった内容があります─。
授業や行事の様子、
恋チュンも踊っていたり
なんかしたりしちゃったりして。

日中韓の学生が思ったことを
書いています。海外インターン
の感想もここで見られます。

ユーチューブ ＣＡＰブログ

外山未裕
文学部文化芸術専攻。キャンパ
スアジア最終学期で日本人学
生のリーダーを務める。

しゃおれいへ
　移動キャンパスが終わっちゃったね。今振り返ると本当に色々なことがあった
なぁ。実は私のお爺ちゃんは、私が中国に行くことを心配していました。まだ日本
では、中国人は日本人が嫌いだというイメージを持つ人が多いから。ごめんね。で
も実際は、日本人の私に親切にしてくれた人が沢山いたし、お爺ちゃんは杞憂に終
わったね（笑）
　中国で驚いたことは、お年寄りから子どもまで様々な年代の人が、大学の公園や
グラウンドで遊んだり、運動したりしてたこと！私は中国のそんな自由な雰囲気が

大好きだよ。その反面、自由ではない一面もあって、授業で元々使っ
ていた教科書が政治的な理由で変更されたことがあったよね。そ
の時私は、中国政府の影響力の強さに鳥肌が立ったよ。私の中国
に対する印象は、「自由」と「制約」です。でも私はまだ中国の
ほんの一部しか知らないね。これから沢山知っていくためにも、
肖睿、遊びに行くから宜しくね（笑）
ここまで私の中国に対す
るイメージを書いた
けど、肖睿は日本に
ついてどう思ってい
ますか？（笑）
石田晶子


